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議案第１号  

 

2010 年度 (社)都市住宅学会中部支部 事業報告 

自 2010 年 4 月 1 日 
至 2011 年 3 月 31 日 

 
１．中部支部総会及び講演会 

日時：2010 年 4 月 24 日（土）14：00～17：00 
場所：名城大学図書館本館視聴覚室 

（中部支部総会）14：00～14：30 
議事：2009 年度 (社)都市住宅学会中部支部 事業報告   
   2009 年度 (社)都市住宅学会中部支部 決算報告及び監査結果報告 
   報告 2010 年度 (社)都市住宅学会中部支部 常議員 
   2010 年度 (社)都市住宅学会中部支部 事業計画（案） 
   2010 年度 (社)都市住宅学会中部支部 収支予算（案） 
出席者：45 名（委任状 23 名含む） 
 

（講演会）15：00～17：00 
  「ストック活用社会における住まいづくりを考える」 

講師：三村浩史氏（関西福祉大学教授、京都大学名誉教授） 

    を予定していたが、講師体調不良により 
   「持続可能な都市とマンション」海道清信 
   「マンション居住者の経年変化と共用空間・施設」高井宏之 
   「名古屋市のマンションストック」松山明 に変更 
参加者：45 名 

 
２．役員会等 

 2010 年 4 月 24 日（土）  2010 年度第 1 回常議員会 
 2010 年 5 月 10 日（月）  2010 年度第 1 回幹事会 
 2010 年 6 月 7 日（月） 2010 年度第 2 回幹事会 
（ミニ講演会：生田幹事 ドイツ（ライネフェルデ、ヘラースドルフ、マルツァーン）） 

 2010 年 7 月 12 日（月） 2010 年度第 3 回幹事会 
（ミニ講演会：海道支部長イギリス（キングス・クロス地区再開事業等）） 

 2010 年 9 月 22 日（水） 2010 年度第 4 回幹事会 
（ミニ講演会：高井幹事 リフォーム産業に関する調査等） 

 2010 年 10 月 28 日（木） 2010 年度第 5 回幹事会 
（ミニ講演会：大河産業 金海東社長 排水・排気設備、最近の韓国住宅事情について） 

 2010 年 11 月 22 日（水） 2010 年度第 6 回幹事会 
（ミニ講演会：海道支部長  中国・広州、香港の視察） 

 2010 年 12 月 20 日（月） 2010 年度第 7 回幹事会 
（ミニ講演会：海道支部長  旧東ドイツの人口減少都市、米国デトロイト） 

 2011 年 1 月 18 日（火） 2010 年度第 8 回幹事会 
 2011 年 2 月 22 日（火） 2010 年度第 9 回幹事会（研究交流会と同日開催） 

2011 年 3 月 24 日（木） 2010 年度第 2 回常議員会 
（ミニ講演会：海道支部長  ユーカリが丘の団地マネージメント） 
(2011 年 4 月 23 日（土） 2010 年度第 3 回常議員会（臨時）) 
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３．住宅市場研究会 

（1）郊外住宅地部会（6年目） 

・委員：海道清信（部会長）、三宅醇、村上心、遠山政美、鶴田佳子、浦山益郎 

・住宅団地調査（7/30）：参加者 3名 

多治見市ホワイトタウン（脇の島ふれあいセンター）で、コミュニティ組織とコミュニ

ティ活動をテーマにインタビュー調査を実施。 

 

（2）賃貸住宅部会（5年目） 

・委員：鈴木博志（部会長）、三宅醇、海道清信、丹羽守 

・研究会は開催せず。今後の調査活動のありかたを検討。 

 

（3）住宅再生部会（5年目） 

・委員：村上心（部会長）、研究者・行政・民間 30名程度 

・研究会（6/22）：参加者 12名 

「吹き抜け・段差天井の空間価値に関する研究」橋本雅好(椙大) 

「中心市街地・都市郊外団地・中山間地域居住の諸問題とその解決策」木村正彦氏(中電) 

「登録住宅いえかるて」の概要について  長尾哲男氏(名市大)  

・団地再生シンポジウム（9/5）：参加者 35名 

「中部圏での団地再生の実現可能性」 

パネラー：澤田誠二(明治大学教授)/諏訪哲史(作家)/  

治郎丸慶子(まちのエキスパネット代表)/村上心(椙山女学園大学教授) 

コーディネーター：北川啓介(名古屋工業大学准教授) 

・高蔵寺ニュータウン ドキュメンタリー映画「42年目！宝人たちの挑戦-高蔵寺ニュータウ

ン物語-」(27 分) の制作における部会員による取材協力(ＵＲ、高蔵寺ＮＴ居住会員他) 

・支部補助研究：集合住宅計画における「SI」の適用手法に関する研究 

 

（4）公共住宅部会（3年目） 

・委員：三宅醇（部会長）、尾崎智央（幹事）、研究者・行政・民間 20名程度 

・研究会：7回開催 

第 17回（5/18）：参加者 13名 

「高齢社会に対応した公的住宅の必要機能について」（川端寛文、尾崎智央） 

第 18回（6/29）：参加者 17名 

「公営住宅概略史－名古屋市を主に」（松山明） 

第 19回（9/2）：参加者 18名 

「オランダの社会住宅－住宅セーフティネットのモデル」（角橋徹也） 

第 20回（11/18）：参加者 12名 

「非営利住宅セクターによる住宅供給（日本と欧米の状況）」（海老塚良吉） 

第 21回（12/22）：参加者 11名 

「名古屋市住生活基本計画（案）について」（三宅光治） 

第 22回（1/20）：参加者 12名 

「居住福祉におけるバウチャー・システム」（丸山優） 

第 23回（2/16）：参加者 11名 

「公営住宅に併設された地域拠点施設について」（山田裕喜） 
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４．事業 

（1）研究交流会 

期 日 実施事業等 内  容 

2010 年 

10 月 9日 

(土) 

第 1回研究交流会 

外部講師 

講師：松本恭治先生（前・群馬県健康福祉大学教授） 
「分譲マンションは今後どうなるのか？ 

-時代の変化が予想する成立と存続の条件」 

参加者：20名 

2011 年 

2 月 22日 

(木) 

第２回研究交流会 

人生と住宅 

講師：丹羽守 (株)中部都市整備センター常務取締役再

開発計画部長 「公団中部支社の住宅再開発 30年を振

り返って考える事」 

参加者：14名 

 

（2）見学会 

 2010 年 7月 24日（土） 「名古屋南医療生協のんびり村」 参加者：21名 

  2011 年 1月 29日（土） 有松地区 高専賃＋ﾃﾞｨｻｰﾋﾞｽ(古民家再生) 参加者：10名 

 

（3）３学会支部共催シンポ （都市計画学会、建築学会、都市住宅学会） 

  2010 年 11 月 29日（月） 

   「都市縮退の時代に持続する郊外をいかにつくるか」 

    基調講演：柳沢厚  

パネリスト：海道、村上、浦山 

   参加者：65名 

 

５．その他 

・学生論文コンテストを関西支部、中国・四国支部と合同開催 2011 年 3月 5日 




